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石川県立中央病院南側外観
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雪国のONRY ONE企業を目指して

■■㈱アルゴス

69 技術で未来を創造する
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安心・安全な暮らしを守る下水道～求められる浸水対策～
坂井輪雨水幹線下水道工事について
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『リラクスファルトＨＴ舗装』
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製作したシールドマシン▶P.59

技術レポート  【最後に問い合わせ先を入力してください。】 
 
３．発進立坑の位置選定と仮設道路の設置・・ 
（１）工事の背景 
当該地区は、宅地開発に伴う人口増加により 

小学校開校も予定されるなど、工事が集中する 
地域である。新たに誕生する街区を支える基盤 
整備の浸水対策は急務であった。 
 
（２）作業ヤードの位置選定 
発進立坑を含む作業ヤードの位置選定は昼夜 

間の連続作業を計画しているため、騒音対策上 
住宅地から離れた位置を想定した。また、用地 
には多くの土地を必要とするため、公道に加え 
て比較的安価に借地ができ田畑の利用が可能な 
場所を選定した。 
 
（３）現況交通の確保 
作業に必要な用地を確保しようとすると、公道 

を塞ぐこととなり、通行止めが必要であった。 
既設道路への迂回は、周囲にある住宅街を通過 

しなければならないことから、地元から現況交通 
を確保する仮設道路が要望された。通学路の確保 
や工事車両が増加する背景を考慮し、仮設道路を 
設置することで、現況交通を確保した。 
 
 
４．施工上の課題（支障物の下越し通過）・・・ 
当該工事は【図－２】のように、２箇所の急 

曲線を計画し、その中間地点では既設管渠との 
交差箇所がある。シールドを下越しする際に、 
既設管渠の基礎杭に当たらないように、通過す 
る必要があるが、課題は下流側の到達人孔が既 
に完了し供用しており、到達高さに制限が生じ 
ることである。そのため離隔を 50 ㎝以内におさ 
まるよう事前調査を踏まえて計画した。 
 
５．おわりに・・・・・・・・・・・・・・・・ 
本工事は施工上の課題だけでなく、地下埋設物 

に対する影響の有無や、周辺環境への配慮など、 
常に注目を受ける中、施工が進められている。 
そのような状況にありながら、様々な工夫や毎 

日の確認・管理を行い無事故、無災害を継続して 
いる西松・植木・池井・田村共同企業体をはじめ 
現場作業に従事いただいている協力業者の皆様に 
敬意を表したい。 
今後も、引き続き無事故、無災害を継続し一日 

も早い工事完了を目指し、市民の皆様へ安心安全 
な暮らしをお届けできるよう浸水対策を進めてい 
きます。 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【 図－３ 道路を遮り田畑にある防音ハウス 】 

【 写真－１ 完成した仮設道路と防音ハウス 】 

今回の工事について
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する管路を作ります。
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仮設道路 

既設管渠 

【 図－４ 既設管渠とシールドの交差イメージ図 】 

基礎杭 

【問い合わせ先】 
新潟市役所 下水道部 西部地域下水道事務所 

電話（０２５）３７０－６３７６  【 写真－２ 製作したシールドマシン 】 

手で曲げた時のたわみ状況▶P.61

本社、生コンプラント、
太陽光発電施設▶P.69

雪崩防災教室の様子▶P.67

中学生の職場体験を
受け入れました。▶P.71

■ロードジッパーシステムを用いた工事規制車線の切替
　～北陸自動車道　高瀬橋床版取替工事～
　北陸自動車道（上り線）の長岡ＪＣＴ～中之島見附ＩＣ間は交通量が多いため、時間帯
によっては、車線規制を実施すると渋滞が発生します。
　当該区間にある高瀬橋の床版の取替工事（約90日間の昼夜連続規制）の実施時には、渋
滞の発生を抑制するため、時間帯により規制する車線の数を変化させました。
　ロードジッパーシステムを用いることで、迅速な車線規制の切替を行うとともに、規制
内の作業員の安全を確保しながら床版の取替が完了しました。


